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○ 
保
険
業
法
施
行
規
則
第
八
十
条
及
び
第
百
五
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
を
定
め
る
件
（
平
成
十
二
年
金
融
監
督
庁

大 

蔵 

省 

告
示
第
二
十
二
号)

 
 

改 

正 

後 

現 
 
 

行 

（
定
義
） 

第
一
条 

こ
の
告
示
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

第
三
分
野
保
険 
保
険
業
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
六

条
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
第
三
分
野
保
険 

（
削
る
） 

  

二 

（
略
） 

 

（
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
） 

第
二
条 

規
則
第
八
十
条
及
び
第
百
五
十
八
条
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官
が
定
め
る

基
準
と
は
、
第
四
条
及
び
別
表
で
定
め
る
基
準
の
ほ
か
、
保
険
業
法
（
平
成
七
年

法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
指
定
さ
れ
た
法
人
が
作
成
し
、
金
融
庁
長
官
が
認
定
し
た
基
準
（
以
下

「
認
定
基
準
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。 

 

（
第
三
分
野
保
険
の
責
任
準
備
金
の
健
全
性
の
確
認
） 

第
三
条 

第
三
分
野
保
険
に
つ
い
て
、
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
（
法
第
百

九
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
掲
げ
る
事
項
の
確
認
を
す
る
場
合
は
、
別
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
出
さ

れ
た
契
約
区
分
に
関
し
て
負
債
十
分
性
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
上
で
、
併
せ
て
認
定

基
準
に
よ
る
確
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

（
定
義
） 

第
一
条 

こ
の
告
示
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

一 

第
三
分
野
保
険 

保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。
）
第
三
条
第
四
項
第
二
号
又
は
同
条
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
保
険 

二 

一
号
収
支
分
析 

第
二
条
に
規
定
す
る
認
定
基
準
に
よ
り
、
法
第
百
二
十
一

条
第
一
項
第
一
号
（
法
第
百
九
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
）
に
掲
げ
る
事
項
の
確
認
を
す
る
こ
と
。 

三 

（
略
） 

 

（
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
基
準)

 

第
二
条 

保
険
業
法
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
八
十
条
及
び
第
百

五
十
八
条
に
規
定
す
る
金
融
庁
長
官
が
定
め
る
基
準
と
は
、
第
四
条
及
び
別
表
で

定
め
る
基
準
の
ほ
か
、
法
第
百
二
十
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
法
人
が
作
成
し
、
金
融
庁
長
官
が
認
定
し
た
基
準
（
以
下
「
認
定
基
準
」
と
い

う
。
）
と
す
る
。 

 

（
第
三
分
野
保
険
の
責
任
準
備
金
の
健
全
性
の
確
認
） 

第
三
条 

第
三
分
野
保
険
に
つ
い
て
、
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る

事
項
の
確
認
を
す
る
場
合
は
、
別
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
契
約

区
分
に
関
し
て
負
債
十
分
性
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
上
で
、
併
せ
て
認
定
基
準
に
よ

る
確
認
を
行
う
も
の
と
す
る
。 
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（
負
債
十
分
性
テ
ス
ト
に
よ
り
追
加
責
任
準
備
金
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
認
定

基
準
に
よ
る
確
認
で
の
取
扱
い
） 

第
四
条 

負
債
十
分
性
テ
ス
ト
に
よ
り
追
加
責
任
準
備
金
を
積
み
立
て
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
契
約
区
分
（
過
去
に
お
い
て
追
加
責
任
準
備
金
を
積
み
立
て
た

契
約
区
分
を
含
む
。
以
下
「
追
加
責
準
契
約
区
分
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
の

認
定
基
準
に
よ
る
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
確
認
は
、

当
該
追
加
責
準
契
約
区
分
の
発
生
率
と
し
て
負
債
十
分
性
テ
ス
ト
の
実
施
期
間
に

つ
い
て
は
負
債
十
分
性
テ
ス
ト
で
用
い
た
危
険
発
生
率
を
使
用
す
る
も
の
と
す

る
。 

２ 

前
項
の
確
認
に
お
い
て
は
、
当
該
追
加
責
準
契
約
区
分
に
対
す
る
責
任
準
備
金

の
額
に
対
応
し
た
資
産
の
額
か
ら
責
任
準
備
金
の
額
を
控
除
し
た
額
が
、
追
加
責

準
契
約
区
分
以
外
の
責
任
準
備
金
の
積
立
て
財
源
と
し
て
充
て
ら
れ
な
い
も
の
と

す
る
。 

     

（
負
債
十
分
性
テ
ス
ト
に
よ
り
追
加
責
任
準
備
金
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
一
号

収
支
分
析
で
の
取
扱
い
） 

第
四
条 

負
債
十
分
性
テ
ス
ト
に
よ
り
追
加
責
任
準
備
金
を
積
み
立
て
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
契
約
区
分
（
過
去
に
お
い
て
追
加
責
任
準
備
金
を
積
み
立
て
た

契
約
区
分
を
含
む
。
以
下
「
追
加
責
準
契
約
区
分
」
と
い
う
。
）
が
あ
る
場
合
の

一
号
収
支
分
析
は
、
当
該
追
加
責
準
契
約
区
分
の
発
生
率
と
し
て
負
債
十
分
性
テ

ス
ト
で
用
い
た
危
険
発
生
率
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
が
、 

第
二
号
に
掲
げ
る
額
よ
り
も
大
き
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
方
法
で
行
う
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
一
号
収
支
分
析
に
お
け
る
第
二
号
に
掲
げ
る
額
に
相
当
す
る
額

が
、
追
加
責
準
契
約
区
分
以
外
の
責
任
準
備
金
の
積
立
て
財
源
と
し
て
充
て
ら
れ

な
い
こ
と
を
確
認
で
き
る
そ
の
他
の
合
理
的
な
方
法
を
用
い
て
も
よ
い
。 

一 

一
号
収
支
分
析
の
責
任
準
備
金
の
不
足
を
判
断
す
る
期
間
に
お
け
る
各
年
度

の
責
任
準
備
金
対
応
資
産
の
額
か
ら
責
任
準
備
金
の
額
を
控
除
し
た
額 

二 

当
該
追
加
責
準
契
約
区
分
に
対
す
る
負
債
十
分
性
テ
ス
ト
の
、
前
号
の
各
年

度
に
対
応
す
る
年
度
に
お
け
る
責
任
準
備
金
対
応
資
産
の
額
か
ら
責
任
準
備
金

の
額
を
控
除
し
た
額 
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Ｉ
．
定
義
 

こ
の
表
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。
 

１
．
～
７
．
（
略
）
 

８
．
十
年
国
債
利
回
り
 
基
準
日
の
属
す
る
月
に
発
行
さ
れ
た
利
付
国
庫
債
券

（
10
年
）
の
償
還
金
額
か
ら
発
行
価
格
を
減
じ
た
も
の
を
発
行
か
ら
償
還
ま
で

の
期
間
で
除
し
て
得
た
率
に
表
面
利
率
を
加
え
た
も
の
を
発
行
価
格
で
除
し
た

も
の
を
い
う
。
 

９
．
利
差
率
 
十
年
国
債
利
回
り
か
ら
基
準
年
度
の
翌
事
業
年
度
期
首
に
お
け
る

平
成
8
年
大
蔵
省
告
示
第
4
8
号
第
4
項
に
定
め
る
予
定
利
率
を
減
じ
た
率
と
零

の
い
ず
れ
か
大
き
い
方
を
い
う
。
 

Ⅱ
．
～
Ⅲ
．
（
略
）
 
 

Ⅳ
．
負
債
十
分
性
テ
ス
ト
の
実
施
要
領
 
 

負
債
十
分
性
テ
ス
ト
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
基
づ
き
適
切
な
保
険
数
理
の
方

法
を
用
い
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
実
績
値
を
用
い
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
も
の
を
規
定
ど
お
り
用
い
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、

必
要
な
補
正
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

１
．
～
５
．
（
略
）
 
 

６
．
金
利
は
、
少
な
く
と
も
以
下
の
金
利
シ
ナ
リ
オ
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
。
 

①
 
十
年
国
債
利
回
り
を
基
準
年
度
の
金
利
と
し
、
翌
事
業
年
度
か
ら
5
年
間

に
わ
た
り
、
毎
年
度
期
首
に
、
利
差
率
を
5
で
除
し
た
割
合
ず
つ
低
下
し
、

以
降
は
一
定
で
推
移
さ
せ
た
も
の
 

②
 
十
年
国
債
利
回
り
を
基
準
年
度
の
金
利
と
し
、
翌
事
業
年
度
期
首
に
利
差

率
を
2
で
除
し
た
割
合
低
下
し
、
以
降
は
一
定
で
推
移
さ
せ
た
も
の
 

７
．
～
1
1
．
（
略
）
 

 

Ｉ
．
定
義
 

こ
の
表
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
る
。
 

１
．
～
７
．
（
略
）
 

（
新
設
）
 

   （
新
設
）
 

  Ⅱ
．
～
Ⅲ
．
（
略
）
 

Ⅳ
．
負
債
十
分
性
テ
ス
ト
の
実
施
要
領
 
 

負
債
十
分
性
テ
ス
ト
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
基
づ
き
適
切
な
保
険
数
理
の
方

法
を
用
い
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
実
績
値
を
用
い
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い

る
も
の
を
規
定
ど
お
り
用
い
る
こ
と
が
適
切
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、

必
要
な
補
正
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

１
．
～
５
．
（
略
）
 
 

６
．
金
利
は
、
認
定
基
準
に
よ
り
行
う
1
号
収
支
分
析
を
行
う
際
に
適
用
す
る
金

利
と
す
る
。
  

     ７
．
～
1
1
．
（
略
）
 

 
 

 
 

別
表

 
別
表




